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カリキュラム 内　　容

①就学前教育
（3歳～5歳）

日々の遊びや体験の中で生活習慣、学びに向かう力、考える力（思考・表現の基礎となる力）を段階的に
育成し、小学校からの学習の土台をつくります。

②幼小接続
（年長9月～小1年5月）

幼児期の遊びや体験をとおして芽生えた学びを、小学校の自覚的な学び（授業）へと円滑につなげます。
「アプローチカリキュラム」（年長9月～3月）、「スタートカリキュラム」（小学1年生5月まで）

③教科
（小1～中3）

基礎学力の定着のため、つまずきのポイントや学習のつながりを押さえた指導を行います。
また、考える力の育成のため、思考ツール（※）を使った授業により、論理的に考え、表現するスキルを
身に付ける指導を行います。　※頭の中の考えを形にすることができる図のこと。

④教科外
（小1～中3）

「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能
力」などを育成するための指導を行います。
また、他者の存在を認め、協働する力を身に付けるとともに、一人ひとりの主体的な意思決定を大切に
し、自己有用感・自己肯定感を育みます。

 

自
立
力
と
社
会
力
を

兼
ね
備
え
た
15
歳
を
育
て
る

社
会
環
境
の
急
激
な
変
化
等
に
よ
っ
て
、
児
童

生
徒
の
学
習
意
欲
の
低
下
や
学
習
の
つ
ま
ず
き
を

抱
え
て
の
進
級
・
進
学
、
さ
ら
に
は
不
登
校
な
ど

の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
A
I︵
人
工
知
能
︶の
進
化
に
よ
る
急
激

な
社
会
・
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
り
、
将
来
が
展

望
し
に
く
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
幅
広
い
知
識
と
柔
軟
な

思
考
力
に
基
づ
い
て
、
自
立
し
た
人
間
と
し
て
主
体

的
に
判
断
す
る「
自
立
力
」、
多
様
な
人
々
と
協
働
し

な
が
ら
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る「
社
会
力
」を
兼
ね

備
え
た
15
歳
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
3
つ
の

目
標
を
掲
げ
幼
小
中
一
貫
教
育
を
導
入
し
ま
す
。

︻
目
　
標
︼

①
学
力
の
向
上
と
不
登
校
の
改
善

② 

社
会
生
活
で
必
要
と
な
る
資
質
・
能
力︵
考
え

る
力
︶の
育
成

③ 

家
庭
、
地
域
、
学
校
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

「
オ
ー
ル
袋
井
」に
よ
る
子
育
て
体
制
の
充
実

 

幼
小
中
一
貫
教
育
と
は

3
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
12
年
間
を
通

じ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
編
成
し
、
4
つ
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
、
生
活
習
慣
や
学
び
に
向
か
う
力︵
好

奇
心
・
協
同
性
な
ど
︶、
考
え
る
力︵
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
︶、
基
礎
学
力
、
自
己
有
用
感
・
自

己
肯
定
感
の
5
つ
の
力
を
段
階
的
に
育
成
し
ま
す
。

③教科カリキュラム
 （国語、算数、数学、理科、社会、体育など）
④教科外カリキュラム
 （キャリア教育、生活指導、学習指導など）

小中一貫教育プログラム

②幼小接続
カリキュラム

幼児教育 小学校 中学校

小学校 中学校

3歳 4歳 5歳 1年

小1プロブレム
とまどいの原因
・生活習慣の変化
・対人スキルの未習得　など

2年

つまずき

とまどい
つまずき

3年 4年 5年 6年 1年 2年 3年

3歳 4歳 5歳 1年 2年 3年 4年 5年 6年 1年 2年 3年

中1ギャップ
小・中学校間の主な差異
①授業形態　②指導方法
③評価方法　④生徒指導の手法
⑤部活動の有無

幼小中一貫教
育プログラム

①就学前教育
　 カリキュラム

幼児教育

就学前教育・幼小接続プログラム

より高く
登れる

幼小中一貫教育

幼小中一貫教育
４月から全面実施！
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市は、「夢を抱き、たくましく次の一歩を踏み出す15歳～「自立力」と「社会力」の育成～」を目的として、幼

児教育（3～5歳）から中学3年までの12年間を見通した幼小中一貫教育を4月から全面実施します。

これまで、4つの学園がそれぞれ教育目標や各種カリキュラムの検討を進め、全面実施に向け準備をしてき

ました。今回は、幼小中一貫教育の内容や4つの学園について紹介します。

� 問教育企画課幼小中一貫教育推進室　TEL44‐3194

 

袋
井
の
一
貫
教
育
の
特
徴

◉
幼
児
期
か
ら
ス
タ
ー
ト

全
国
的
に
、
小
中
一
貫
教
育
を
導
入
す
る
流

れ
は
あ
り
ま
す
が
、
小
学
校
か
ら
の
学
び
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
幼
児
期
を
含
め
た
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
が
、
本
市
の
一

貫
教
育
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

幼
児
教
育
3
年
・
小
学
校
6
年
・
中
学
校
3

年
の
12
年
を
つ
な
げ
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
た
く
ま
し

く
成
長
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

◉
幼
児
教
育
で
学
習
の
土
台
を
つ
く
る

幼
児
期
と
小
学
校
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た

「
就
学
前
教
育
・
幼
小
接
続
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で

は
、
学
習
の
土
台
と
な
る
生
活
習
慣
や
学
び
に

向
か
う
力
、
思
考
・
表
現
の
基
礎
と
な
る
力
を

幼
児
期
か
ら
段
階
的
に
身
に
付
け
ま
す
。
そ
れ

ら
を
養
う
こ
と

で
、
と
ま
ど
う

こ
と
な
く
、
意

欲
的
に
学
校
生

活
を
ス
タ
ー
ト

で
き
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

 

小
中
学
校
で「
考
え
る
力
」と

「
自
己
有
用
感
」を
育
て
る

本
市
の
一
貫
教
育
で
は
、
基
礎
学
力
の
向
上

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
考
え
る
力
の
育
成
を
重

視
し
て
い
ま
す
。

◉
思
考
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
論
理
的
に
考
え
る

新
し
い
時
代
に
は
、
他
者
と
協
働
し
な
が
ら

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
力
が
必
要
で
す
。

そ
の
基
礎
と
な
る
考
え
る
力
を
育
て
る
た

め
、
全
教
科
に
お
い
て
頭
の
中
の
考
え
を
形
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
思
考
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、

考
え
を
深
め
合
う
授
業
を
実
施
し
ま
す
。
思
考

ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
、
発
言
や
表
現
す
る
こ

と
が
苦
手
な
子
で
も
、
自
分
の
意
見
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◉「
自
己
有
用
感
」を
醸
成
す
る

他
者
の
存
在
を
認
め
、
協
働
す
る
力
を
身
に

付
け
る
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
の
主
体
的
な

意
思
決
定
を
大
切
に
し
ま
す
。

ま
た
、「
わ
か
っ
た
」、「
で
き
た
」と
い
う
学

び
の
実
感
を
重
ね
る
こ
と
で
、「
自
己
有
用
感
」

の
醸
成
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

◉
4
つ
の
学
園
ご
と
に
実
施

現
在
の
施
設
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
、
施

設
分
離
型
の
一
貫
教
育
を
行
い
ま
す
。
各
学
園

は
、
地
域
や
児
童
生
徒
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
学

園
ご
と
に
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
編
成
し
ま
す
。

学
校
間
の
教
育
活
動
の
効
率
化
と
情
報
の
共

有
化
を
図
る
た
め
I
C
T
環
境
を
有
効
に
活
用

し
ま
す
。

＋
幼稚園・保育所

（保育園）・こども園

思考ツールの一例。比較や分類、関連付けなどの視点から、アイ
ディアを視覚化できる。



袋井中学校区 構成する学校・園
袋井中、袋井東小、袋井西小、袋井北小、今井小(連携校）
袋井東幼、袋井西幼 、田原幼、若草幼、若葉幼

主な連携園
明和第二保、めいわ可睡保、袋井あそび保、たんぽぽ第二
保、どんぐり保、MOE保育園てんじん園

学園名称

袋井あやぐも学園

周南中学校区 構成する学校・園
周南中、今井小、 三川小、 山名小、袋井北小（連携校）
今井幼、三川幼、山梨幼

主な連携園
 明和第一保、袋井ハロー保、めいわ月見保

学園名称

周南たちばな学園
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良さ
「みんなと何かをす
る の が 楽しい」や

「体験活動に積極的
に取り組む」という
生徒が多い。

5つのアクションプラン
①学びづくり
　�授業の中で「話す」「聞く」を大切にするとともに、家庭学

習を工夫することにより、主体的に学習する態度を養う。
②特別支援教育
　�誰もが十分に力を発揮できる教育環境を基盤として「個

別の教育支援計画」「個別の指導計画」を活用し、児童生
徒の自立力・社会力を育てる。

③心づくり
「静をつくる」「温をつくる」という活動を通して、規範意
識や思いやりの心を育てる。

④生き方
「働く喜び」や「住みよいまち」の視点で人のために尽くす
力を育てる。

⑤体づくり
�「体を動かすことを楽しむ子」を育てることを通して、良
好な人間関係を築く力や目標に向けて努力し続ける力
を育てる。

課題
「 授 業 がよく分 か
る」という生徒が少
ない。

「不登校生徒」の出
現率が高い。

学園教育目標 「夢を追い続ける子ども」の育成

学園教育目標 「夢や希望を見出し、未来をひらく子ども」の育成

目指す授業　　つけたい力を明確にした「主体的・対話的で深い学び」の授業
全教職員で「ボイスシャワー」「聞く指導」の実践

子ども一人ひとりにとって「魅力ある園・学校づくり」～絆づくり・居場所づくり～

目指す子どもの姿
「自主」�学習や生活、諸活動のそれぞれに目標を立てて、実現に向かう努力を怠

らず、自分を鍛え続ける姿
「協同」�集団の一員として自分の役割を自覚し、人のために一生懸命汗を流す姿

目指す子どもの姿 他者と協働する   主体的に行動する   自他を理解する

自
己
有
用
感

一貫性を持たせた教育指導・取り組みの要点

観点 幼保園 小学校 中学校

生活
相互理解　勤労　規律 キ

ャ
リ
ア
形
成

学習
思考　対話

特活
集団生活　自己実現　健康安全　交流

職業観

自ら　考え　実行する

主体的に探究する

自発的・自治的に活動する

未来を考える

 各学園の取り組み 



袋井南中学校区 構成する学校・園
袋井南中、袋井南小、高南小
袋井南幼、高南幼

主な連携園
袋井南保、たんぽぽ保、愛野こども園、ルンビニあゆみ
園、山名幼

学園名称

南の丘学園

浅羽中学校区 構成する学校・園
浅羽中、笠原小、浅羽南小、浅羽北小、浅羽東小
浅羽東幼、浅羽西幼、浅羽南幼、浅羽北幼

主な連携園
笠原こども園、ルンビニ保、あさば保、ルンビニ第二保

学園名称

浅羽学園
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学園教育目標 「夢に向かい�自分らしさを生かして�ともに輝く子」の育成

目指す子どもの姿

育てたい
資質・能力

共通実践① 共通実践②

〇自己有用感の醸成 （「居場所づくり」「絆づくり」）　
〇かかわり合い（学び合い）から「わかる」「できる」「楽しい」を実感する授業や活動の充実

教科等カリキュラム
「目指す子ども像」⇔「小中9年間連続のカリキュラム」

「保幼こ小の連携」

教科外カリキュラム
「目指す子ども像」⇔

「縦（12年間）と横（園・学校）の連携」

浅羽学園版標準カリキュラム
思考力・判断力・表現力等を培う場面
思考ツールを活用し、思考スキルが身につく場面

○主体的な学び
　・学びの実感の積み重ね
　・思考スキルの定着
　・読書活動の充実
　・全国学力・学習状況調査の活用
○基本的な習慣
　・規則正しい生活習慣の定着
　・日常の健康維持・増進
　・家庭学習の習慣化と充実
○夢や希望
　・自分らしさの発揮
　・多面的な将来への展望

○時と場に応じた礼節
　・基本的な挨拶の定着
　・望ましい礼儀作法の励行
○よりよい人間関係
　（居場所づくり・絆づくり）
　・道徳科の充実
　・かかわり合う場の充実
　・人権感覚の醸成
　・自治的な集団づくり
　・検査（Ｑ-Ｕ等）の活用
○ふるさとや学校を愛する心

学園・学校運営協議会
各園・学校ＰＴＡ
学校支援地域本部
学校ボランティア

各地区まちづくり協議会
民生児童委員協議会
浅羽商工会議所
関係諸機関

○ 自ら求めて学び続ける子
○ 課題に最後まで取り組む子
○ 自分の良さを発揮する子
○ お互いの幸せを願う子
○ 健康を大切にする子
○ ふるさとを愛する子

・学びに向かう意欲と力
・思考力、判断力、表現力
・主体的に行動する力
・豊かな感性
・健康な体と体力
・粘り強く頑張り抜く力

・豊かなコミュニケーション力
・自他を尊重する姿勢
・他者と協働する力
・高い規範意識

自立
（自立力）

共生
（社会力）

学園教育目標 ～未来を拓く�浅羽の人づくり～「こころざしをもち、共によりよく生き抜くたくましい子」の育成

魅力ある学園づくり

協
働

自
主

RESEARCH ＳＨＯＷ

ACTION
ＣＨＥＣＫVISION

ＰＬＡＮ ＤＯ

主体的に行動し、自分らしさを発揮できる 人との関わりや協働の喜びを実感できる

「4つ の承認」の推進　
存在・意欲
行動・成果

「明るいあいさつ
元気な返事
いつでも笑顔」の推進[ 　 ]

社
会
力

自
立
力

本市の幼小中一貫教育では、4つの学園ごとにすべての教職員が、目指す15歳の子ども像を共有

し、カリキュラムに基づいて子どもたちと向き合いながら教育目標の実現を図ります。

ここでは、各学園が教育目標を実現するために、どのような取り組みを行うかを紹介します。


